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ＴＥＬ

直結増圧式給水の事前協議申請書

　　　階建て建物に直結増圧式給水にて給水したいので、下記事項に基づき事前協議を申請します。なお、「直結増圧式給水の取扱い基準」については遵守します。

	給水装置

設置場所
	長崎市　　　　　　　　　　　町　　　

	事業所名

給水装置工事主任技術者名


	事業者名

住　　　所

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　

電　　　話　（　　　）　　　　　－　　　　　（免状交付番号　　　　　　）　

	
建物概要
	建物名称
	

	
	階　　　高
	階建て
	出入口の施錠
	□有　　　　□無

	
	敷地面積
	ｍ２
	管　理　人
	□有　（常駐・巡回）

□無

	
	 eq \o\ad(用途種別,　　　　　　)
	□集合住宅　　□複合ビル　　□その他（　　　　　　　　　　　）

	
	
	戸　　　数
	　階　　　層
	延床面積

	
	 eq \o\ad(住宅,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	
	 eq \o\ad(併用住宅,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	
	 eq \o\ad(店舗,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	
	 eq \o\ad(事務所,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	
	 eq \o\ad(その他,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	
	 eq \o\ad(合計,　　　　　　)
	
	
	　　　　　　　　ｍ２

	給水状況

計画
	引込配水管
	口径（　　　　　）mm　　・　最小動水圧（　　　　　　）ＭＰａ

	
	引込給水管
	口径（　　　　　）mm　　・　最高水栓高（　　　　　　）ｍ

	
	設置メータ
	Φ１３

　　ヶ
	Φ２０

ヶ
	Φ２５

ヶ
	Φ４０

ヶ
	Φ５０

　　　ヶ
	Φ７５

ヶ
	合計

ヶ

	
	瞬時最大流量　
	
	ℓ/min




	増圧装置
	ﾒｰｶｰ ･ 型式
	

	
	 eq \o\ad(呼び径,　　　　　　　　)
	mm
	 eq \o\ad(揚　水　量,　　　　　　　　)
	L/min

	
	 eq \o\ad(揚　　　程,　　　　　　　　)
	ｍ
	 eq \o\ad(電動機出力,　　　　　　　　)
	ｋｗ

	
	最高使用圧力
	ＭＰａ
	増圧設定範囲
	ｍ～　　　ｍ

	
	 eq \o\ad(運転方法,　　　　　　　　)
	自動交互　 ・　 自動並列交互　 ・ 　その他（　　　　　　　　　　　　）

	
	 eq \o\ad(制御方法,　　　　　　　　)
	

	
	停止圧設定
	ＭＰａ
	復帰圧設定
	ＭＰａ

	減圧式逆流防止器
	ﾒｰｶｰ ･ 型式
	

	
	 eq \o\ad(呼び径,　　　　　　　　)
	mm
	瞬時最大流時

の圧力損失
	ＭＰａ

	水理計算

（各詳細については別紙添付のこと）
	（Ｑ）
	瞬時最大流量
	 　L/min

	
	（Ｐ０）
	設計水圧
	　　　　ｍ　

	
	（Ｐ１）
	配水管と増圧装置との高低差による損失水頭
	　　　ｍ

	
	（Ｐ２）
	減圧式逆流防止器上流側の給水装置の損失水頭
	　　　ｍ

	
	（Ｐ３）
	減圧式逆流防止器と増圧装置の損失水頭
	　　　ｍ

	
	（Ｐ４）
	増圧装置二次側の給水装置の損失水頭
	　　　ｍ

	
	（Ｐ５）
	末端及び最高部の給水器具の必要最小動水圧
	　　　　ｍ

	
	（Ｐ６）
	増圧装置と最高部の給水器具との高低差による損失水頭
	　　　ｍ

	
	（Ｐ７）
	増圧装置の吐出圧力設定値（Ｐ４＋Ｐ５＋Ｐ６）
	　　ｍ

	
	
	
	ｍ

	各種

設定等
	①
	減圧式逆流防止器１次側の圧力損失
	ｍ

	
	②
	増圧装置の自動停止圧力設定（Ｐ０－①）

【０．０７Ｍpa以上】
	ｍ

	
	③
	増圧装置の自動復帰圧力設定（②＋０．０５Ｍpa）
	ｍ

	
	④
	増圧装置の吐出圧力設定（Ｐ４＋Ｐ５＋Ｐ６）

【０．７５Ｍpa以下】
	ｍ

	
	⑤
	増圧装置の全揚程

（Ｈ＝Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３＋Ｐ４＋Ｐ５＋Ｐ６－Ｐ０）
	ｍ

	
	
	
	　　　　


　　　年　　　月　　　日

長崎市上下水道事業管理者　様

申請者　
住所


氏名　　　　　　　　　　　　　　 

ＴＥＬ
誓　　約　　書
　今回、長崎市　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　において直結増圧式給水により給水する給水装置工事の申し込みをするにあたり、「直結増圧式給水取扱い基準」を遵守するとともに、下記の事項について誓約いたします。

記

（給水方式の認識）

直結増圧式給水について、停電、故障、配水管水圧の変動等によるポンプの停止時及び配水管工事、メータ交換作業、事故等により、一時的な断水や赤水及び出水不良が発生することなどの特徴を充分認識し、このことに起因する問題に関して上下水道局に一切異議申し立てしません。

（将来の水圧変動時の対応）

将来の水圧変動により、出水不良等の問題が発生した場合、受水槽方式に変更するなどの必要な処置を、速やかに当方で責任を持って行います。

（維持管理）

１．給水装置については当方が責任を持って維持管理し、漏水等の異常が認められたときは、速やかに指定給水装置工事事業者に依頼し、修理等の必要な処置を行います。

２．増圧装置（ブースターポンプ）及び逆流防止装置の機能を適正に保つため、年１回以上の保守点検を行うとともに、異常が認められたときは速やかに修理等の必要な処置を行います。
３．集中検針盤及びその附属装置については、製造メーカー等の定期点検を受け、更新するなど事故防止に努めます。
（増圧装置の稼働状況）

配水管水圧の変動状況により、増圧装置が稼働しない場合があることについて理解するとともに、このことについて上下水道局に異議申し立てしません。

（建築物の用途等の変更）

当該建築物の用途に変更がある場合、上下水道局と協議し、必要な措置を講じます。また、所有者、維持管理業者等の変更がある場合、上下水道局に届け出るとともに、「直結増圧式給水取扱い基準」に定めた内容を周知し継承します。

（損害の補償）

増圧装置に起因して、漏水等が発生し、上下水道局、使用者等に損害を与えた場合は、当方で責任を持って補償します。

（使用者等への周知及び紛争の解決）

「直結増圧式給水取扱い基準」に定めた内容及び上記誓約内容を使用者等に充分周知させ、直結給水方式に起因する紛争等については当事者間で責任を持って処理します。
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